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大
分
県
の
歴
史
と
文
化
財
に
つ
い
て

要
文
化
財
、
無
形
文
化
財
は
重
要
無
形
文
化
財
と
呼
び
、
そ
の
中
で
も

特
に
重
要
な
も
の
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
、
文
化
財

を
重
要
文
化
財
と
呼
ぶ
例
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
正
し
く
は
建
造
物
や

　
大
分
県
の
文
化
財

大
分
県
は
海
、
里
、
山
か
ら
な
る
豊
か
な
自
然
や
複
雑
な
地
形
に
恵

渋
　
谷
　
忠
　
章
　
　
美
術
工
芸
品
等
の
有
形
文
化
財
で
国
が
指
定
し
た
も
の
を
重
要
文
化
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
呼
び
、
県
が
指
定
し
た
も
の
は
県
指
定
有
形
文
化
財
と
呼
ぶ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
に
記
念
物
は
、
古
墳
、
城
跡
、
旧
宅
等
の
遺
跡
、
庭
園
、
峡
谷
等

ま
れ
、
そ
う
し
た
恩
恵
を
受
け
て
人
々
は
多
く
の
文
化
財
を
残
し
て
い

る
。
特
に
大
分
県
に
は
国
宝
の
四
件
を
含
め
国
指
定
文
化
財
が
一
四
四

件
、
県
指
定
文
化
財
が
六
九
一
件
（
平
成
十
七
年
四
月
一
日
現
在
）
あ

り
、
こ
れ
を
合
わ
せ
た
八
三
五
件
に
及
ぶ
指
定
件
数
は
全
国
で
も
十
三

番
目
に
位
置
し
、
こ
の
こ
と
が
文
化
財
の
宝
庫
と
い
わ
る
所
以
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
加
え
て
市
町
村
が
指
定
し
た
文
化
財
も
二
〇

〇
〇
件
に
達
し
、
近
代
化
遺
産
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
る
国
の
登
録

有
形
文
化
財
も
Ｉ
〇
二
件
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
文
化
財
を

い
か
に
し
て
保
存
す
る
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
が
こ
れ

か
ら
の
大
き
な
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
文
化
財
は
有
形
文
化
財
、
無
形
文
化
財
、
民
俗
文
化
財
、
記

念
物
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
、
埋
蔵
文
化
財
、
文
化
的
景
観
に

分
け
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
有
形
文
化
財
は
国
が
指
定
し
た
も
の
は
重

の
名
勝
地
、
動
物
、
植
物
及
び
地
質
鉱
物
か
ら
な
り
、
重
要
な
も
の
を

史
跡
、
名
勝
、
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
し
て
い
る
。
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
は
、
城
下
町
や
宿
場
町
な
ど
伝
統
的
建
造
物
群
や
地
割
り

及
び
周
囲
の
環
境
等
が
残
さ
れ
て
い
る
地
区
を
選
定
し
て
保
存
を
図
る

も
の
で
、
昨
年
は
日
田
市
豆
田
町
が
大
分
県
で
初
め
て
国
の
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
に
選
定
さ
れ
た
。
埋
蔵
文
化
財
は
地
下
に
埋
蔵
さ
れ
て
い

る
遺
構
や
遺
物
を
い
う
が
、
発
掘
調
査
で
重
要
な
も
の
は
史
跡
と
し
て

保
存
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
文
化
的
景
観
は
棚
田
や
湯
け
む
り
な
ど
人
々

の
生
活
ま
た
は
生
業
及
び
風
土
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
景
観
地
で
、
重
要

な
も
の
を
国
が
重
要
文
化
的
景
観
と
し
て
選
定
す
る
が
、
文
化
的
景
観

は
十
六
年
の
法
改
正
で
追
加
さ
れ
た
も
の
で
県
内
で
は
ま
だ
選
定
さ
れ

て
Ｌ
ヽ
な
ｌ
ｖ

　
こ
の
よ
う
に
文
化
財
に
は
多
く
の
種
類
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
国

宝
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
周
知
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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平成17年６月１日現在
国・県指定文化財件数

国　　指　　定 県　　指　　定 合計

国　　　　　　　　　　　　　宝 ４ - ４

重　　要　　文　　化　　財 73 有　形　文　化　財 449 522

重　要　無　形　文　化　財 １ 無　形　文　化　財 ゛２ ３

重要有形民俗文化財 ４ 有形民俗文化財 13 17

重要無形民俗文化財 ４ 無形民俗文化財 .46 50

特　　　別　　　史　　　跡 １ - １

史　　　　　　　　　　　　　跡 36 史　　　　　　　　　跡 95 131

特　　　　別　　　　名　　　　勝 - - -

名　　　　　　　　　　　　　勝 １ 名　　　　　　　　　　勝 ８ ９

特　別　天　然　記　念　物 ２ 一 ２

天　　然　　記　　念　　物 18 天　然　記　念　物 78 96

合　　　　計 144 合　　計 691 835

　【選択】　無形民俗文化財　　12【選択　　無形民俗文化財　　22　　34

登　録　有　形　文　化　財　114　（答中中１件含む）

選定　重要伝統的建造物群保存地区　　１

富
貴
寺
大
堂
（
豊
後
高
田
市
大
字
蕗
・
昭
和
二
七
年
十
て
月
二
二
日

　
　
　
　
　
　
指
定
）

　
九
州
で
現
存
す
る
唯
一
の
平
安
時
代
の
仏
堂
で
、
単
層
宝
形
造
本

瓦
葺
。
桁
行
三
間
（
七
・
七
ｍ
）
、
　
梁
間
四
間
。
内
部
は
四
天
柱

を
中
央
よ
り
背
面
よ
り
に
建
て
、
内
を
須
賀
壇
に
造
る
。
四
天
柱
や

壁
、
天
井
等
に
彩
色
仏
画
が
あ
り
、
特
に
内
陣
須
賀
壇
の
腹
壁
に
は

阿
弥
陀
浄
上
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
仏
画
は
長
い
年
月
に

よ
っ
て
剥
落
が
著
し
く
な
っ
て
い
る
が
、
宇
佐
市
に
あ
る
県
立
歴
史

博
物
館
に
復
元
さ
れ
て
い
る
。

宇
佐
神
宮
本
殿
（
宇
佐
市
大
字
南
宇
佐
・
昭
和
二
七
年
十
一
月
仁
一

　
　
　
　
　
　
　
日
指
定
）

　
全
国
の
ハ
幡
社
の
総
本
社
で
、
本
殿
は
三
つ
の
御
殿
か
ら
な
り
応

神
天
皇
、
比
売
大
神
、
神
功
皇
后
の
三
神
が
祭
ら
れ
て
い
る
。
社
殿

の
造
り
を
ハ
幡
造
り
と
い
い
、
三
棟
と
も
切
妻
造
り
桧
皮
葺
の
社
殿

を
前
後
に
平
行
に
置
き
、
軒
の
間
を
巨
大
な
樋
で
つ
な
ぎ
、
外
壁
は

一
連
と
し
て
一
つ
に
使
う
。
こ
れ
を
三
棟
近
接
し
て
配
置
す
る
。
現

在
の
建
物
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
～
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）

に
造
り
替
え
ら
れ
、
そ
の
後
も
部
分
的
な
修
理
を
し
な
が
ら
今
に
伝

え
て
い
る
。

孔
雀
文
磐
（
宇
佐
神
宮
宝
物
館
・
昭
和
二
八
年
三
月
三
一
日
指
定
）
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わ
が
国
を
代
表
す
る
鎌
倉
時
代
前
期
の
磐
で
、
木
製
の
磐
架
に
吊

し
読
経
の
合
図
と
し
て
叩
く
が
、
音
の
余
韻
は
な
い
方
が
い
い
と
さ

れ
て
い
る
。
中
央
の
撞
座
を
は
さ
ん
で
孔
雀
を
配
し
て
い
る
こ
と
か

ら
こ
の
名
が
付
い
て
い
る
。
裏
面
の
銘
文
か
ら
石
清
水
ハ
幡
宮
別
当

法
印
権
大
僧
都
田
中
祐
清
か
、
正
元
三
年
（
万
一
〇
九
）
京
都
で
鋳

造
し
た
磐
を
宇
佐
神
宮
に
あ
っ
た
弥
勒
寺
に
納
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。

臼
杵
磨
崖
仏
（
臼
杵
市
大
字
深
田
・
平
成
七
年
六
月
十
五
目
指
定
）

　
わ
が
国
教
大
規
模
の
磨
崖
仏
で
、
五
九
体
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
そ

の
一
体
が
特
別
史
跡
の
二
重
指
定
に
な
っ
て
い
る
。
臼
杵
磨
崖
仏
を

代
表
す
る
古
園
石
仏
群
は
、
高
さ
約
四
ｍ
、
模
一
八
ｍ
の
痛
の
中
央

に
大
日
如
来
座
像
を
据
え
、
そ
の
左
右
に
如
来
・
菩
薩
各
二
体
ず
つ
、

大
部
・
明
王
各
一
体
ず
つ
の
一
三
体
か
ら
な
る
。
大
日
如
来
は
古
く

か
ら
割
落
し
て
お
り
、
そ
の
姿
が
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た

が
、
平
成
五
年
元
の
姿
に
復
元
さ
れ
た
こ
と
か
ら
国
宝
に
指
定
さ
れ

た
。
そ
の
姿
を
一
目
見
よ
う
と
、
ま
た
首
が
つ
な
が
っ
た
こ
と
で
お

祈
り
す
る
見
学
者
が
増
え
た
。

二
　
別
府
市
の
文
化
財

　
別
府
市
は
永
福
寺
の
綴
本
著
色
遊
行
上
人
絵
伝
が
国
の
重
要
文
化
財
、

鬼
の
岩
屋
古
墳
が
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
綴
本
蒼
色
道
行
上
人
絵
伝
は
、
時
宗
の
開
祖
一
遍
上
人
と
次
の
他
阿

上
人
の
二
代
に
わ
た
る
諸
人
教
化
の
課
程
を
描
い
た
も
の
で
、
一
〇
巻

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
人
物
は
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
が
個
性
や
表
情

が
よ
く
と
ら
え
ら
れ
て
お
り
、
南
北
朝
時
代
の
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

時
宗
の
九
州
で
の
活
動
を
示
す
代
表
的
な
作
品
で
あ
る
。

　
鬼
の
岩
屋
古
墳
は
、
上
人
小
学
校
の
敷
地
に
あ
る
一
号
墳
と
八
〇
ｍ

ほ
ど
離
れ
た
二
号
墳
の
二
基
か
ら
な
る
。
い
ず
れ
も
径
が
二
五
～
三
〇

ｍ
ほ
ど
の
円
墳
で
、
人
を
埋
葬
す
る
主
体
部
は
大
き
な
石
を
組
み
合
わ

せ
た
横
穴
式
石
室
で
あ
る
。
ま
た
、
両
古
墳
の
石
室
内
部
は
赤
、
黄
色
、

緑
色
な
ど
の
顔
料
を
用
い
て
山
形
文
、
同
心
円
文
、
動
物
等
が
描
か
れ

て
お
り
筑
後
地
方
の
影
響
を
持
つ
装
飾
古
墳
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。

　
県
指
定
の
文
化
財
は
、
現
在
一
七
件
あ
る
が
昭
和
五
十
四
年
以
降
の

指
定
が
な
く
、
知
ら
た
め
て
別
府
市
の
文
化
財
の
調
査
が
必
要
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
中
で
実
相
寺
の
太
郎
塚
古
墳
か
ら
出
土
し
別
府
市
美
術
館

に
展
示
さ
れ
て
い
た
金
銅
製
唐
草
文
透
彫
鏡
板
は
、
馬
具
の
一
種
で
顔

頭
部
に
付
け
ら
れ
る
く
つ
わ
と
対
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
高
度
な
技
術

で
制
作
さ
れ
た
優
品
で
、
美
術
的
に
も
評
価
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、

現
在
、
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　
県
の
史
跡
に
唯
一
指
定
さ
れ
て
い
る
野
田
の
堰
門
氏
墓
地
古
塔
群
は
、

県
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
三
基
の
五
輪
塔
や
宝
塔
、
角
塔

-
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婆
、
板
碑
な
ど
二
三
基
の
古
塔
群
か
ら
な
り
、
こ
の
地
域
を
支
配
し
た

堰
門
氏
の
墓
地
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
石
塔

が
見
ら
れ
る
。
ま
た
鶴
見
の
坊
主
地
獄
は
、
鉱
泥
他
の
自
然
噴
気
が
泥

中
に
噴
出
す
る
に
つ
れ
、
半
球
状
の
坊
主
頭
の
よ
う
な
現
象
が
長
時
間

存
続
す
る
と
い
う
特
殊
な
天
然
現
象
が
珍
し
く
、
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
別
府
市
ら
し
い
指
定
物
件
で
あ
る
。

　
次
に
、
別
府
市
に
は
国
の
登
録
有
形
文
化
財
が
七
件
あ
る
。
登
録
有

形
文
化
財
は
、
指
定
文
化
財
よ
り
も
規
制
が
緩
や
か
で
、
使
用
し
な
が

ら
保
護
す
る
と
い
う
新
し
い
文
化
財
保
護
の
考
え
に
た
っ
た
新
し
い
制

度
で
あ
る
。

　
別
府
市
児
童
館
（
旧
レ
ン
ガ
ホ
ー
ル
）

　
　
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
建
築
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
、

　
煉
瓦
タ
イ
ル
貼
の
建
物
。
別
府
市
中
央
公
民
館
と
同
じ
く
逓
信
省
の

　
古
田
鉄
郎
の
設
計
。
古
田
の
設
計
し
た
建
物
は
、
九
州
に
は
二
件
し

　
か
な
く
い
ず
れ
も
別
府
市
に
あ
る
。

　
京
都
大
学
理
学
部
付
属
地
球
熱
学
研
究
施
設

　
　
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
の
建
物
で
、
煉
瓦
造
り
、
地
上
二
階

　
半
地
下
一
階
、
煉
瓦
タ
イ
ル
貼
。
平
成
九
年
に
内
部
の
改
修
が
行
わ

　
れ
た
が
、
外
観
は
当
時
の
姿
を
留
め
て
い
る
。

朝
見
浄
水
場

　
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
第
一
期
工
事
が
竣
工
し
、
そ
れ
ま
で

の
簡
易
水
道
か
ら
▽
人
一
日
八
三
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
二
五
〇
〇
〇
人

に
給
水
可
能
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
何
度
も
拡
張
工
事
等
が
行
わ
れ

て
き
た
が
当
時
の
頃
の
水
道
施
設
が
よ
く
残
さ
れ
て
い
る
。

野
口
病
院

　
大
正
十
一
年
の
建
築
で
、
北
九
州
出
身
の
石
炭
王
佐
藤
慶
太
郎
が

バ
セ
ド
ー
病
の
世
界
的
権
威
で
あ
っ
た
野
口
雄
三
郎
の
た
め
に
建
設

し
た
建
物
。
使
用
に
耐
え
な
い
部
分
は
当
時
と
同
じ
工
法
、
材
料
を

用
い
て
改
修
し
今
は
管
理
棟
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

聴
潮
間

　
昭
和
四
年
、
別
府
政
財
界
の
実
力
者
高
橋
欽
故
に
よ
っ
て
浜
脇
に

建
て
ら
れ
た
住
居
兼
迎
賓
館
と
し
て
の
建
物
で
平
成
元
年
に
現
位
置

に
移
転
。
木
造
二
階
一
部
平
屋
、
瓦
一
部
銅
板
葺
の
主
星
と
木
造
平

屋
建
、
瓦
葺
き
の
洋
館
か
ら
な
っ
て
い
る
。
洋
館
は
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
、
大
理
石
の
マ
ン
ト
ル
ピ
ー
ス
、
ペ
イ
ウ
イ
ン
ド
ー
な
ど
の
洋
風

イ
ン
テ
リ
ア
を
備
え
て
い
る
。

冨
士
屋
旅
館

　
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
の
建
物
で
、
鉄
輪
温
泉
の
老
舗
旅

館
と
し
て
平
成
十
三
年
ま
で
使
用
さ
れ
て
き
た
。
主
星
は
木
造
二
階
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建
で
、
入
母
屋
造
の
式
台
付
玄
関
や
大
き
な
窓
の
客
室
外
観
な
ど
に

旅
館
の
面
影
を
残
す
。

竹
瓦
温
泉

　
乾
液
泉
の
名
で
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
建
設
さ
れ
た
。
現

在
の
木
造
二
階
建
て
入
母
屋
造
り
の
建
物
は
、
昭
和
十
三
年
に
改
築

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
平
入
り
の
玄
関
は
、
唐
波
風
造
り
と
し
豪
華

で
重
厚
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
一
時
は
入
湯
客
が
減
少
し
た

が
、
平
成
十
一
年
に
は
こ
一
万
人
の
入
浴
客
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
登
録
有
形
文
化
財
は
、
別
府
市
が
近
代
化
し
て
い
く
過

程
を
示
す
も
の
で
、
中
に
は
別
府
の
観
光
に
も
大
き
く
寄
与
し
た
も

の
も
含
ま
れ
る
。
そ
の
他
に
も
、
別
府
市
が
指
定
し
て
い
る
文
化
財

が
三
七
件
あ
り
、
今
後
は
こ
う
し
た
文
化
財
を
如
何
に
保
存
し
活
用

し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
と
な
る
。

三
　
別
府
の
歴
史

　
卑
弥
呼
の
時
代
以
前
の
旧
石
器
・
縄
文
時
代
や
中
・
近
世
等
に
つ
い

て
は
、
今
回
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
‥
｝
」
　
稲
作
の
開
始
と
ク
ニ
の
成
立

　
卑
弥
呼
が
邪
馬
台
国
の
女
王
と
し
て
活
躍
し
た
時
代
を
弥
生
時
代
と

呼
ん
で
い
る
が
、
こ
の
弥
生
時
代
の
大
き
な
特
徴
は
稲
作
が
始
ま
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
始
ま
り
は
、
今
か
ら
約
二
五
〇
〇
年
前
か
ら
と
い

わ
れ
て
い
た
が
、
最
近
の
研
究
で
は
さ
ら
に
五
〇
〇
年
ほ
ど
さ
か
の
ば
っ

た
三
〇
〇
〇
年
前
か
ら
と
す
る
説
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の

時
代
に
は
日
本
列
島
に
稲
作
が
広
ま
り
、
縄
文
時
代
よ
り
進
ん
だ
定
住

生
活
が
始
ま
っ
た
。
米
作
り
は
人
々
が
共
同
で
行
い
管
理
し
た
が
、
や

が
て
小
さ
な
ム
ラ
は
強
力
な
り
Ｉ
ダ
ー
の
も
と
に
統
一
さ
れ
ク
ニ
と
な
っ

て
い
っ
た
。
当
時
の
様
子
は
、
「
漢
書
」
地
理
志
や
「
後
漢
書
」
東
夷

伝
な
ど
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
日
本
は
百
余
国
に
分
か
れ

て
い
た
と
い
う
。
佐
賀
県
吉
野
ケ
里
遺
跡
は
、
そ
う
し
た
国
の
中
心
的

な
集
落
と
考
え
ら
れ
る
が
、
周
囲
は
壕
や
柵
で
囲
ま
れ
物
見
櫓
と
も
い

う
望
楼
も
設
け
ら
れ
、
ム
ラ
や
ク
ニ
同
士
の
争
い
も
少
な
く
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

　
別
府
市
に
も
ご
の
こ
ろ
の
遺
跡
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、
特
に
羽
室
台

高
校
の
あ
る
羽
室
遺
跡
は
、
標
高
一
一
五
ｍ
前
後
の
台
地
上
に
あ
り
、

台
地
全
体
が
敵
か
ら
防
御
す
る
の
に
絶
好
の
要
害
の
地
と
な
っ
て
い
る
。

約
二
〇
〇
〇
年
前
の
竪
穴
住
居
跡
や
掘
立
建
物
及
び
貯
蔵
穴
な
ど
の
他
、

石
斧
、
土
製
紡
錘
車
、
投
弾
等
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
ム
ラ
の

様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
別
府
大
学
の
あ
る
円

通
寺
遺
跡
で
は
、
多
数
の
竪
穴
住
居
跡
か
ら
各
種
の
土
器
の
他
に
、
石

鏃
、
石
包
丁
、
砥
石
等
の
石
器
類
、
鉄
鏃
、
鎌
、
ヤ
ス
、
ヤ
リ
ガ
ン
ナ
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等
の
鉄
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
羽
室
遺
跡
よ
り
二
〇
〇
年
後
の
集
落

で
、
石
器
か
ら
鉄
器
へ
道
具
が
浸
透
し
て
い
く
課
程
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
そ
の
他
に
も
、
春
木
川
流
域
に
春
木
芳
元
遺
跡
、
北
石
垣
遺
跡
、
末

行
追
跡
等
が
あ
り
、
春
木
芳
元
遺
跡
か
ら
は
小
児
用
の
甕
棺
が
出
土
し

て
い
る
。
当
時
の
墓
地
の
様
子
を
知
る
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る
。

　
□
　
前
方
後
円
墳
の
出
現

　
中
国
の
史
書
「
魏
志
」
東
夷
伝
の
倭
人
の
条
に
は
い
卑
弥
呼
が
死
ん

で
径
百
余
歩
の
墓
を
道
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
墓
に
つ
い

て
は
、
大
和
地
方
（
奈
良
県
）
に
あ
る
箸
墓
古
墳
が
有
力
と
さ
れ
て
い

る
が
、
い
ま
だ
確
定
的
な
こ
と
は
明
ら
か
で
な
い
。
従
っ
て
、
邪
馬
台

国
の
所
在
地
に
つ
い
て
も
諸
説
あ
り
、
大
分
県
で
も
宇
佐
邪
馬
台
国
あ

る
い
は
日
田
邪
馬
台
国
を
唱
え
る
地
元
の
研
究
者
も
い
る
。
卑
弥
呼
の

径
百
余
歩
の
墓
は
、
今
の
長
さ
で
百
数
十
ｍ
の
規
模
と
も
い
わ
れ
る
が
、

卑
弥
呼
が
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
三
世
紀
中
頃
の
古
墳
は
、
前
方
復
円

墳
と
い
う
形
を
し
大
和
地
方
を
中
心
と
し
た
畿
内
に
集
中
し
て
い
る
。

　
し
か
し
次
の
三
世
紀
後
半
か
ら
四
世
紀
に
な
る
と
、
前
方
後
円
墳
は

全
国
に
広
ま
り
大
分
県
で
は
宇
佐
市
に
あ
る
赤
塚
古
墳
や
竹
田
市
の
七

ツ
森
古
墳
が
最
古
の
古
墳
と
し
て
登
場
す
る
。
そ
の
後
の
五
世
紀
代
に

か
け
て
、
前
方
後
円
墳
は
各
地
に
遺
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
分
市
里

の
亀
塚
古
墳
や
神
崎
の
築
山
古
墳
、
杵
築
市
の
小
熊
山
古
墳
、
豊
後
高

田
市
真
玉
大
塚
古
墳
な
ど
は
Ｉ
〇
〇
ｍ
を
超
す
規
模
で
、
県
内
各
地
に

ヤ
マ
ト
王
権
と
主
従
関
係
を
結
ん
だ
首
長
居
の
出
現
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
五
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
代
に
な
る
と
、
古
墳
の
埋
葬
施
設
は
石
棺

や
竪
穴
式
石
室
か
ら
横
穴
式
石
室
へ
と
移
行
し
て
い
く
。
巨
石
を
積
み

重
ね
た
石
室
は
、
当
時
の
上
木
技
術
の
高
さ
を
教
え
て
く
れ
る
が
、
鬼

の
岩
屋
古
墳
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
、
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
に

か
け
て
こ
の
地
域
を
支
配
し
た
大
首
長
の
墳
墓
で
あ
る
。
石
室
は
早
く

か
ら
開
口
し
、
副
葬
品
が
不
明
な
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
内
部
は
装
飾

の
模
様
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
保
存
と
本
来
の
古
墳
の
姿
に
復
す
る

等
の
整
備
が
急
が
れ
る
。

　
ま
た
、
実
相
寺
に
は
金
銅
製
唐
草
文
透
彫
鏡
板
を
出
土
し
た
太
郎
塚

古
墳
を
は
じ
め
、
次
郎
塚
古
墳
、
鷹
塚
古
墳
、
天
神
畑
古
墳
の
四
基
の

古
墳
が
存
在
す
る
。
い
ず
れ
も
横
穴
式
石
室
を
持
ち
、
同
じ
く
六
世
紀

か
ら
七
世
紀
に
か
け
て
の
首
長
墓
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
首
長
墓
に
対
し
、
浜
脇
地
区
の
丘
陵
崖
面
に
は
横
穴
墓
が

見
ら
れ
る
。
比
較
的
柔
ら
か
い
岩
質
を
彫
り
こ
み
墓
と
し
た
も
の
で
、

一
般
的
な
人
々
の
家
族
墓
と
し
て
県
内
で
も
各
地
に
見
ら
れ
る
。
五
世

紀
後
半
か
ら
七
世
紀
代
に
か
け
て
盛
行
す
る
が
、
浜
脇
地
区
で
は
二
六
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基
ほ
ど
確
認
さ
れ
て
お
り
、
馬
具
類
や
装
飾
品
な
ど
の
他
に
土
錘
が
発

見
さ
れ
て
い
る
。
土
錘
は
漁
網
の
錘
で
あ
り
漁
業
に
携
わ
っ
た
人
々
の

墓
の
可
能
性
が
高
い
。

　
⑤
『
豊
後
国
風
土
記
』
の
中
の
速
見
郡

　
五
二
八
年
に
仏
教
が
入
っ
て
く
る
と
、
そ
れ
ま
で
大
規
模
な
古
墳
を

追
っ
て
い
た
首
長
た
ち
は
寺
院
の
造
営
へ
と
動
き
出
す
。
聖
徳
太
子
の

造
営
と
さ
れ
る
奈
良
県
法
隆
寺
を
は
じ
め
、
大
分
県
で
は
宇
佐
地
方
に

虚
空
蔵
寺
や
法
鏡
寺
廃
寺
と
い
っ
た
寺
院
が
造
営
さ
れ
た
。
六
四
五
年

の
大
化
の
改
新
の
翌
年
に
は
、
古
墳
の
規
模
等
を
規
制
す
る
詔
が
出
さ

れ
、
さ
ら
に
古
墳
の
造
営
は
縮
小
さ
れ
一
部
の
特
定
階
層
に
限
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
の
後
日
本
は
、
律
令
国
家
つ
ま
り
刑
法
や
政
治
的
組
織
を
法
律
に

定
め
て
政
治
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
国
と
地
方
の
政
治
組
織
が
明
確
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
。
大
分
県
も
六
九
〇
年
頃
に
は
豊
後
国
と
豊
前
国
に

分
か
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
七
一
三
年
の
詔
で
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
『
豊
後
国
風
土
記
』
に
よ
る

と
、
豊
前
国
は
福
岡
県
の
東
半
分
と
下
毛
郡
、
中
津
部
、
宇
佐
郡
か
ら

な
り
、
豊
後
国
は
日
田
・
玖
珠
・
直
人
・
大
野
・
海
部
・
大
分
・
速
見
・

国
埼
の
八
郡
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
中
の
速
見
郡
に
は
五
つ
の
郷
が
あ
り
、
朝
見
・
ハ
坂
・
由
布
・

大
神
・
山
香
郷
に
あ
た
る
。
か
っ
て
の
大
分
郡
湯
布
院
町
は
速
見
郡
に

含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
速
見
郡
に
つ
い
て
風
土
記
は
、

昔
、
景
行
天
皇
が
球
磨
贈
於
を
洙
伐
し
よ
う
と
し
て
筑
紫
に
行
幸
し
、

周
防
国
の
佐
婆
津
（
山
口
県
防
府
市
）
よ
り
船
を
出
し
て
海
部
郡
の
宮

浦
に
停
泊
し
た
。
そ
の
時
、
こ
の
村
に
迷
津
姫
と
い
う
女
性
の
長
が
い

た
。
天
皇
の
行
幸
を
聞
い
て
自
ら
迎
に
で
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ

た
。
「
こ
の
山
に
大
き
な
磐
窟
が
あ
り
、
鼠
の
磐
窟
と
い
い
、
土
蜘
蛛

が
二
人
住
ん
で
い
る
。
名
前
を
青
・
白
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
直
入
郡

の
禰
疑
野
に
も
土
蜘
蛛
三
人
か
お
り
、
そ
の
名
前
を
打
猿
・
八
田
・
国

府
呂
と
い
い
ま
す
。
こ
の
五
人
は
、
凶
暴
で
た
く
さ
ん
の
兵
を
か
か
え

て
い
ま
す
。
皆
声
を
そ
ろ
え
て
『
天
皇
の
命
に
は
従
わ
な
い
』
と
い
っ

て
い
ま
す
。
も
し
、
天
皇
が
無
理
に
呼
び
寄
せ
た
ら
、
戦
い
を
仕
掛
け

て
く
る
で
し
ょ
デ
ｏ
」

　
そ
こ
で
天
皇
は
兵
を
送
り
、
そ
の
要
害
を
追
っ
て
こ
と
ご
と
く
討
ち

滅
ぼ
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
こ
を
迷
津
姫
の
国
と
い
う
よ
う
に

な
り
、
後
の
人
が
速
見
の
郡
と
名
付
け
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
気
に
な
る
の
が
、
迷
津
姫
が
海
部
郡
の
宮
浦
で
天
皇
を
迎
え

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
宮
浦
に
つ
い
て
は
、
旧
南
海
部
郡
米
水
津
村
の

宮
野
浦
や
佐
賀
関
町
上
浦
あ
る
い
は
日
出
町
深
江
の
誤
り
と
す
る
説
な

ど
が
あ
る
が
、
迷
津
姫
が
天
皇
の
行
幸
を
知
っ
て
海
部
ま
で
迎
え
に
行
っ
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た
の
か
、
風
土
記
の
中
で
迷
津
姫
は
海
部
の
首
長
と
考
え
ら
れ
て
い
た

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
鼠
の
磐
窟
に
つ
い
て
は
鬼
の
岩
屋
古
墳
と
す
る

説
が
あ
る
が
、
も
し
事
実
と
す
れ
ば
石
室
は
早
く
か
ら
開
口
し
て
い
た

こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
赤
湯
泉
と
玖
倍
理
湯
井
と
い
う
二
つ
の
温
泉
に
つ
い
て
の
記

述
も
あ
る
。
赤
湯
泉
は
時
々
音
を
出
し
て
噴
き
上
が
る
こ
と
か
ら
間
歌

泉
で
あ
る
。
玖
倍
理
湯
は
、
郡
役
所
の
西
の
河
直
山
（
鉄
輪
山
）
の
東

に
あ
っ
た
と
い
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″

　
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
行
政
組
織
は
、
国
の
下
に
は
郡
が
あ
り

そ
の
役
所
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
国
簑
及
び
郡
衛
（
郡
家
）
と
い
う
。
郡

に
お
い
て
行
政
全
般
を
つ
か
さ
ど
っ
た
の
が
郡
司
で
、
郡
司
に
は
地
元

の
豪
族
等
を
採
用
し
た
。
速
見
郡
簑
に
つ
い
て
は
、
風
土
記
に
玖
倍
理

湯
が
部
の
西
に
あ
っ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
北
石
垣
地
区
に
推
定
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
地
域
に
は
、
鬼
の
岩
屋
古
墳
を
始
め
多
く
の
遺
跡
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
最
近
の
発
掘
調
査
で
石
垣
八
幡
宮
付
近
か
ら
八

世
紀
代
の
土
器
な
ど
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
速
見
郡
の
郡
司

に
は
、
鬼
の
岩
屋
古
墳
の
一
族
が
任
命
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
速

見
郡
衛
が
こ
の
付
近
に
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。

四
　
文
化
財
の
保
存
と
活
用

　
別
府
市
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
古
代
の
ご
く
一
部
に
つ
い
て
触
れ
た

が
、
そ
の
後
の
歴
史
に
つ
い
て
は
『
別
府
市
誌
』
に
詳
し
い
の
で
参
考

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
さ
て
、
今
、
大
分
市
の
顕
徳
町
や
元
町
、
錦

町
に
か
け
て
の
地
区
で
は
、
Ｊ
Ｒ
の
高
架
事
業
や
国
道
十
号
の
拡
幅
工

事
に
伴
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
、
鎌
倉
時
代

か
ら
室
町
時
代
に
か
け
豊
後
国
の
守
護
大
名
、
ま
た
戦
国
大
名
と
し
て

君
臨
し
た
大
友
氏
の
館
等
の
あ
っ
た
場
所
で
、
特
に
義
鑑
、
義
鎮
（
宗

麟
）
、
義
統
の
頃
の
遺
構
や
遺
物
が
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。

一
五
五
〇
年
、
宗
麟
が
二
十
歳
の
時
に
家
督
を
め
ぐ
る
争
い
か
ら
、
宗

麟
の
父
で
あ
る
義
鑑
な
ど
が
重
臣
に
殺
さ
れ
る
「
大
友
二
階
崩
れ
の
変
」

が
お
き
た
。
こ
の
時
、
宗
麟
は
湯
治
と
称
し
て
別
府
の
浜
脇
館
に
滞
在

し
て
い
た
が
、
す
ば
や
く
事
件
を
お
さ
め
大
友
二
Ｉ
代
の
当
主
に
な
っ

た
。
浜
脇
館
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
浜
脇
中
学
校
の
場
所
に
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
が
そ
の
存
在
を
資
料
で
語
る
も
の
は
な
い
。

　
当
主
に
な
っ
た
宗
麟
は
、
山
口
に
い
た
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
を
府
内
に
呼
び
、
府
内
の
町
に
キ
リ
ス
ト
教
の
布

教
を
許
し
た
。
そ
の
後
の
布
教
活
動
は
ガ
ー
ゴ
神
父
ら
に
よ
っ
て
進
め

ら
れ
、
や
が
て
府
内
の
町
に
は
府
内
教
会
（
デ
ウ
ス
堂
）
、
西
洋
式
病

院
、
神
学
院
（
コ
レ
ジ
オ
）
等
が
次
々
に
設
立
さ
れ
た
。
教
会
に
は
非
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常
に
高
い
十
字
架
が
立
て
ら
れ
、
教
会
か
ら
は
オ
ル
ガ
ン
が
奏
で
ら
れ

聖
歌
が
歌
わ
れ
た
。
西
洋
式
病
院
は
、
修
道
士
ル
イ
ス
・
ア
ル
メ
イ
ダ

が
育
児
院
を
拡
張
し
て
病
院
と
し
、
そ
こ
で
は
彼
に
よ
る
外
科
手
術
が

行
わ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
神
学
院
は
本
格
的
な
教
育
機
関
で
人
文
科

学
と
外
国
人
宣
教
師
の
た
め
の
日
本
語
の
授
業
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ

う
に
、
府
内
の
町
は
西
洋
文
化
に
彩
ら
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
町
に
変
貌

し
、
大
分
市
が
わ
が
国
に
お
け
る
西
洋
音
楽
、
西
洋
医
術
発
祥
の
地
と

い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
は
こ
こ
に
あ
る
。

　
こ
う
し
た
府
内
の
町
の
よ
う
す
は
、
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
「
府
内

古
図
」
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
今
行
わ
れ
て
い

る
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
南
蛮
貿
易
で
栄
え
た
国
際
貿
易
都
市

府
内
の
様
子
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
大
友
館
跡
や
大

友
氏
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
旧
万
寿
寺
跡
等
を
含
む
地
域
は
国
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
、
現
在
大
分
市
が
大
友
氏
遺
跡
と
し
て
公
有
化
を
行
っ
て
い

る
。

　
大
分
駅
に
近
い
市
街
地
と
い
う
条
件
の
中
で
、
中
世
の
大
名
の
館
跡

や
菩
提
寺
及
び
町
証
跡
が
こ
れ
ほ
ど
顕
著
に
残
さ
れ
て
い
る
例
は
き
わ

め
て
ま
れ
で
、
今
後
は
活
用
を
含
め
た
整
備
が
行
わ
れ
て
い
く
も
の
と

思
わ
れ
る
。
整
備
の
方
法
に
よ
っ
て
は
、
大
分
市
だ
け
で
な
く
大
分
県

に
と
っ
て
も
観
光
の
大
き
な
目
玉
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
大
分
市
に
お

け
る
今
後
の
取
り
組
み
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
こ
う
し
た
文
化
財
を
観
光
に
利
用
し
た
例
は
、
古
く
静
岡
県
の
登
呂

遺
跡
を
は
じ
め
近
年
の
佐
賀
県
吉
野
ケ
里
遺
跡
、
青
森
県
三
内
丸
山
遺

跡
な
ど
は
有
名
で
多
く
の
人
を
集
め
て
い
る
。
ま
た
、
大
分
県
で
は
昨

年
日
田
市
豆
田
町
が
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ

れ
、
よ
り
多
く
の
観
先
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
竹

田
市
の
岡
城
跡
と
城
下
町
、
臼
杵
市
の
臼
杵
城
と
城
下
町
も
観
光
の
目

玉
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。
玖
珠
町
で
は
、
昨
年
国
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
た
角
牟
礼
城
跡
を
中
心
に
、
城
下
町
や
武
家
屋
敷
跡
等
を
活
か
し

た
町
づ
く
り
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
別
府
市
は
入
湯
を
目
的
と
し
た
観
先
客
が
多
く
訪
れ
て
い
る

が
、
湯
け
む
り
の
景
観
は
文
化
財
と
し
て
の
名
勝
や
文
化
的
景
観
と
し

て
指
定
あ
る
い
ぼ
選
定
さ
れ
る
日
も
近
い
と
思
わ
れ
る
。
湯
け
む
り
が

文
化
財
と
思
う
方
も
お
ら
れ
る
が
、
す
で
に
古
代
に
は
風
上
記
の
中
に

赤
湯
泉
、
玖
倍
理
湯
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
に
も
中
世
の
一
遍
上

人
の
鉄
輪
温
泉
開
発
伝
説
や
近
世
に
は
貝
原
益
軒
、
脇
蘭
室
な
ど
に
よ
っ

て
紹
介
さ
れ
、
小
説
や
短
歌
、
俳
句
な
ど
に
詠
ま
れ
、
人
間
と
の
か
か

わ
り
が
多
く
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
文
化
財
と
し
て
の
価
値
づ
け
が
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
温
泉
に
関
す
る
施
設
と
し
て
、
竹
箆
温
泉
や
浜
田
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温
泉
を
は
じ
め
聴
潮
間
、
別
府
市
児
童
館
、
冨
土
屋
旅
館
、
別
府
市
中

央
公
民
館
等
の
登
録
有
形
文
化
財
や
近
代
化
遺
産
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

温
泉
と
併
せ
て
こ
う
し
た
文
化
財
を
点
と
し
て
で
は
な
く
線
か
ら
面
に

広
げ
て
、
別
府
市
の
観
光
に
も
活
用
す
る
こ
と
が
文
化
財
の
保
存
に
な

る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
こ
う
し
た
過
去
か
ら
の
財
産
を
、

地
域
の
人
々
が
、
そ
の
歴
史
的
な
価
値
や
地
域
に
果
た
し
て
き
た
役
割

等
を
理
解
す
る
こ
と
も
大
事
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

大
分
市
城
南
西
町
厄
ケ
城
ハ
イ
ツ
二
七

　
（
大
分
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
上
所
長
）
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